
4.2.4.2 業務打合せ 
三方原用水二期地区 現地調査・打合せ 

 
開催日時  ：令和 ５年２月 ６日（月）10：00～16：00 

場所 ：三方原二期農業水利事業所 
 

【 行程・議事次第 】 
 

1.開会あいさつ（辻専門技術指導官）    ・・・・・10：00～10：10 

2.事業所概要説明             ・・・・・10：10～10：30 

3.現地調査                ・・・・・10：30～12：30 

 

昼食・休憩              ・・・・・12：30～13：30 

 

4.設計業務打合せ 

説明                 ・・・・・13：30～15：00 

対象物 ：６号開渠盛土 静岡県浜松市浜北区尾野地内 
検討内容： 盛土区間に造成されている６号開渠について想定される東海・東南海・南海

3 連動地震発生した際にも通水機能の確保が必要となるが、動的解析の結果地

山及び盛土に生じる変位影響により水路にも地震時に変位が発生することが過

年度業務の検証にて判明した。 
そのため業務において検討する、地山や盛土の変位を抑制する対策（過年度

業務では地盤改良やジオテキスタイル巻き込み工法を案としてあげている）に

ついて工法、施工計画、仮設計画を対象に助言いただきたい。 
 

意見交換               ・・・・・15：00～16：00 

 
参加者 

外部技術者           ：西松建設 株式会社 本社土木事業部 
土木部長 大木 洋平 

株式会社 大本組 土木本部 技術部  
 部長  工藤 和重 

関東農政局水利整備課 橋本課長補佐：秋田係長 
関東農政局三方原二期農業水利事業所：篠原次長、及川課長、中林係長 
土地改良技術事務所        ：尾美専門技術指導官・辻専門指導官・井村技官 

 
    ：  

   
   

        ：  
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開催場所案内図 

開催場所：三方原用水二期農業水利事業所 

〒430-0926 静岡県浜松市中区砂山町 350 番地 5 浜松駅南ビルディング 11F 
TEL：053-540-4333 (代表)   FAX：053-540-3571 

東海道本線、東海道新幹線浜松駅南口より徒歩 5 分。遠州鉄道新浜松駅より徒歩 9 分     
 
行程 9：30 浜松駅に集合し、レンタカーにて事業所へ 
                       （ 、外部技術者 同乗） 

10：00：事業所にて概要説明 
10：30：現地調査 レンタカーにて 現地へ移動し調査 
    ・昼食休憩・ 

13：30：打合せ 
16：00 解散  
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4.2.4.2.1 議事録  
 

三方原用水 検討会 打合せ議事録 

 

冒頭、関東農政局土地改良技術事務所（以下「土技所」）より「三方原用水二期農業水利事

業の概要」ついて説明した後、三方原用水二期農業水利事業所発注「三方原用水二期農業水

利事業 導水幹線水路実施設計業務」の受注者より「三方原用水二期農業水利事業 導水幹

線水路実施設計業務（６号開渠盛土区間対策検討）【外部技術者検討会資料】」等について説

明し、外部技術者と意見交換を行った。概要は以下のとおり。 

 

 

 対策工として、鉄筋挿入工・ミニアンカーを考えているが、採用にあたっての

懸念事項等について、ご助言いただきたい。 

工藤 解析時に、沈み込みというものがあったが、沈み込みとは、液状化ということ

か。 

 

 P4の表のとおり、沈み込みには、液状化する層が影響し、沈み込み量が最も

大きいところが、No.161+15.7の断面である。モデル図の欄に土層毎に色分け

しているが、地下水位（青色の線）が法尻の下、その下に濃いピンクの層と薄

いピンクの層があり、左側の薄いピンクの層が、液状化する層になる。液状化

により、この部分が沈むと、上に載っている濃い緑の盛土と黄緑の水路脇の層

が沈み込むこととなり、水路に土圧として影響することから、ピンクの層を挟

む形で、アンカーで押さえ込むこととしている。 

工藤  アンカーで押さえ込めるのか。 

 

 アンカーで押さえ込むと、アンカーの範囲を固まりとみなすことができる。

ここが動いてしまうと、水路に荷重が掛かることとなり、水路底板のモーメン

トが OUT となるため、下の薄い層を固めた状態で、更にアンカーで固定するこ

ととしている。解析上、沈み込みが問題となっており、地盤改良を行った上

で、アンカーを施工し、沈み込みと斜面のすべりを押さえる計画である。 

工藤  液状化対策であれば、地盤改良だけで良いのではないか。間隙を無くせば良

い。 

 

 然り。 

工藤  アンカーが効くのかということと、それなら地盤改良で良いのではないかと

最初に思った。ドレーン等により、液状化層の水を抜くことは、現実的ではない

と思う。 

 

 地盤改良だけで計算していないが、影響をかなり軽減できるのであれば、ア

ンカー工は要らなくなると思う。それでも駄目であれば、アンカー工と地盤改

良を併用した対策が必要と考えている。 

工藤  承知した。 

 

 基本的には、２本立てで考えており、地盤改良とアンカー工のどちらかだけで

解析し、駄目であれば、二つを合わせた形で対策しないといけないと考えてい

る。その結果を示せると一番良かったが、なかなか苦慮しており、資料で示すこ

とはできなかった。 

大木  薄いピンクの層が、地盤改良の範囲ということか。 

関東農政局 土地改良技術事務所・事業所 済 

外部技術者 済 
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 然り。 

大木  アンカー工と地盤改良を併用しないともたないのか。 

 

 地盤改良だけでの解析ができていないため、地盤改良だけで持つのか、アンカ

ー工も施工しないといけないのかについては、今後の方針になると思う。 

大木  アンカー工を施工する場合、黄色の範囲まで挿入するということか。 

 

 然り。ピンクの層を抜き、黄色の礫層まで挿入しないと、おそらくアンカーが

効かないと考えている。 

大木  濃いピンクの層も改良するということか。 

 

 濃いピンクの層は、改良範囲ではない。 

工藤  P8 の比較案２について、B/As（As）層（軟弱地盤層）にアンカーの一部が入

っているが、効果はあるのか。 

 

 ミニアンカーは、元々、盛土層に適用できる工法である。水路の下は全て盛土

層であり、アンカーとしての効果が得られると考え、この延長で本数を求め、解

析している。 

工藤  アンカー工により、全てを一体化させて押さえるということか。 

 

 然り。上から下まで斜めに 10本ほど入っているが、アンカー単体ではなく、

アンカーの施工範囲を一つの大きな塊として解析している。 

工藤 その際、法枠のようなフレーム構造にしなくても問題ないか。 

 

 P8の写真のとおり、パネルで押さえることになる。 

大木  Dg-1 層までアンカー先端が入っているが、そこまで入れなければならないの

か。定着長の割合等、何か基準があるのか。また、施工しながら定着部を確認す

る必要があるのか。ボーリング調査がこまめにあれば、地質の誤差は少ないと思

う。 

 

 １断面あたり一つのボーリング結果しかなく、上下流の断面から想定して地

質縦断図を作成している。 

工藤  地下水位以下の場合、Dg-1 まで入れなければならず、地下水位以上の場合、

ミニアンカーで盛土を一体化することで、安定性を確保できるということか。 

 

 然り。 

工藤  施工方法に関わるが、2.0～3.0mの削孔であれば、ハンドドリルで人力施工で

きると思うが、Dg-1 層まで入れなければならないとなると、ボーリングマシン

が必要になる。仮設計画がかなり変わってくる。 

 

 法尻の方では、礫層まで入っていくと思われる。 

工藤  高さで区分けできると思う。 

 

 深くなるとボーリング機械を設置しないといけないとのことだが、法尻から

足場を組んで施工する場合、現場への資機材搬入は可能か。 

工藤  ある程度のところまでは、トレーラーとクレーンで持ち込めると思う。一番近

くの法尻に荷物を楊重できる状態であれば、足場を架設し、そこから足場を延ば

し、自走式のボーリングマシンを載せれば、施工可能ではないか。上の方につい
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ては、人力で施工できると思う。 

 

下の方では、どうしても硬い層が入ってくるため、人力施工では難しいと思わ

れ、ご助言のとおり、下部では足場を組み、ボーリングマシンを搬入し、上部の

柔らかいところでは、可能な限り、人力施工を行う計画で良いか。 

工藤 問題ない。人力施工の工法名は、レッグドリルである。 

大木  トンネル掘削の際、削孔に使用する機械であり、バックホウのアタッチメント

として使用できる。 

 ミニアンカー協会の資料によると、小さいボーリングマシンで施工している

のではないか。 

 

 現在、小さいボーリングマシンで施工する計画である。協会にも確認する。 

大木  機材の搬入計画として、モノレールを使ってはどうか。また、そこまで重くな

いボーリングマシンであれば、ステージに入れて、足場上を移動用パレットで動

かす方法もある。足場を２段にする時にスロープを作り、そこから持ち上げるこ

ともできると思う。 

 

 過年度のボーリング調査資料を見ると、資機材の搬入にモノレールを使って

いることを確認している。 

大木  狭い場所でも対応できると思う。 

 

 承知した。 

大木  可能であれば、モノレール上にマシンを据え、そこから横引きで施工できると

良いのではないかと思った。専業者に施工事例を問い合わせてはどうか。いずれ

にしても、作業員の足場は必要であり、グラウト用資機材の搬入や練混ぜスペー

スも必要かと思う。 

 

 承知した。 

大木 比較案１の補強土壁や比較案３の軽量盛土については、考えとして無いとい

うことか。 

 

 1.0m あたり 50～60m3程度の土砂が発生し、施工区間は約 100ｍであるため、

5,000m3 の残土が発生する。それを搬出するには、コストも時間も掛かり、処分

地が無いこともあり、土砂の搬出をなるべく少なくすることを検討条件として

いる。 

大木  現場状況から、ダンプトラックを走らせるのは厳しいと思う。通行止め等の処

置をしてから施工しないと、土砂の搬出は厳しい。また、どのように水路を生か

しながら施工するか検討しなければならず、補強土壁の場合、掘削して、盛土材

を入れないといけないということで、やはり現実的ではない。補強土壁を施工し

ている時に、第三者は通行できないと思う。 

 

 水路の反対側を通行できるようにすることも考えられるが、基本的に、施工中

は全く通行できなくなると思われ、影響範囲が広い。また、掘削だけでなく、伐

採の問題もあり、比較案２の既設盛土の補強対策としている。 

工藤  ここでの土工事には、コストも時間も掛かり、法尻に土が寄ってしまうため、

仮設壁を作らなければならず、デメリットが大きすぎるという印象である。やは

り、補強対策が良いのではないか。 
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先程のレックドリルによる人力施工について、深さ 3.0m程度が限界のようで

ある。 

大木  3.0m でも厳しいと思う。 

工藤  クレーン式ドリルもあるが、上からの施工は難しいと思う。 

大木  足場を組み、ボーリングマシンを横移動しながら施工するのが現実的ではな

いか。 

事業所  ミニアンカーについては、どの断面でも 5.0mの長さということか。 

 

 然り。 

事業所  P8の標準図では 10 本だが、全体的に一体で補強するということか。 

 

 然り。法肩から法尻までの範囲を一つの塊として見ている。 

事業所  Dg-1 層については、２～３本の削孔長から抵抗力が決まるのか。 

 

 そのような考え方ではなく、どちらかと言うと、盛土層の影響が大きい。通

常、切土面の硬い層まで入れ、そこの反力を使って固定するが、ミニアンカー

は、盛土層で固定できるため、今回のような現場で適用できる。 

工藤  法尻の部分のみ、地盤改良と通常のアースアンカーを支持層まで入れてはど

うか。 

 

 それも一つの案だと思う。 

工藤  そうすると、滑ろうとしても滑らないのではないか、沈み込みではなく、滑ら

ないので、何とかなるのではないか。 

 

 矢板を打設するようなイメージか。 

工藤  然り。壁を作り、そこで抵抗させる。そうすると、上部の施工しにくい部分が

無くなると思った。 

 

 どうしても法尻が動いてしまい、正直、法尻だけを固めたいところはある。ア

ンカーの本数も半減するため、下部の手当てだけで済む可能性が出てくる。下部

の３～４本だけを残し、固めるという考え方もある。 

土技所  通常、高盛土の上に水路が載った状態で長時間経過すれば、不等沈下により、

水路の天端が不揃いになる場合がほとんどだが、この地区では、法肩が少し崩れ

ている程度で、水路の天端はきれいに揃っている。実際には、盛土材にトンネル

の硬砕が入っており、盛土の評価を悪い方に見過ぎていると思う。礫混じりの粘

質土とあるが、トンネル掘削の残土が入っており、それなりに評価が高いのでは

ないのか。そう考えると、アンカーを上まで施工するより、下部で止めても良い

のではないか。液状化が心配であれば、地盤改良を行えば良く、上部まで対策す

ると、豪華絢爛すぎるのではないか。 

大木  P8 の B/As（As)と書いてあるレンズ状の層が、全体的に液状化する可能性が

あるということか。 

 

 然り。アンカーで挟んでいる薄い層が、全体的に液状化する。P4 表の液状化

欄の赤とオレンジの薄い層が、液状化が生じている層である。断面図の左側が水

路の右岸側だが、法尻から水路の真下あたりの範囲が沈むこととなり、盛土が左

側にずるずると動く。残留変位欄のコンター図の赤い範囲で 50cm前後、大きい
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ところで 60cm程度動くため、水路自体も同程度、左側に流れて沈むこととなり、

この沈み込みを抑えないと、水路への影響が大きい。この薄い層を何かで固める

か、上からの荷重を減らせば変位が減ると考え、EPSとアンカーを検討したが、

EPSの場合、どうしても掘削しなければならず、大量の土砂が発生するという課

題があったため、少し考え直した。 

大木  レンズ状の範囲を改良しようとする場合、盛土の下が全体的に改良されると

いうことか。 

 

 然り。 

大木  改良し、かつ、アンカーで縫い込めば、すべりが発生しなくなるということ

か。 

 

 然り。アンカーの範囲が、半分程度で済むと一番良いと思う。 

大木  下の部分だけを押さえて、全体的に動きが無ければ良いということか。 

 

 然り。 

工藤  法尻付近の作業だけで収められると、施工もし易いと思う。 

 

 アンカー工にも相当程度の費用が掛かると見積もっており、フルスペックに

近い形より、ポイントとなる箇所だけを押さえてあげれば、施工範囲も変わって

くると思う。今後の課題として、検討したい。 

今回、地盤改良やアンカー工の施工にあたり、施工ヤードが厳しく、正直、実

際にできるのか不安なところがあったが、もっと厳しい現場もあるとのことで、

ほっとしたところはある。範囲については、今後詰めないといけない。 

土技所  沈下を全く許容しない設計ではないということか。 

 

 然り。 

土技所  50cm も沈下するのは良くないが、5～10cm 程度は許容しても良いのではない

か。 

 

 構造物自体の曲げやせん断の許容値をクリアする必要がある。完全に沈下を

抑えることは不可能に近く、どうしても土が動いた分だけ下がってしまうが、構

造物自体は保っているという考えで整理している。沈下を許容しない場合、今の

対策は現実的ではなく、どこかで許容しないと、費用も掛かってしまう。工業用

水や上水を止められないという大前提もあり、地震時に、ある程度の沈み込みを

許容しつつ、構造物自体は壊れないというところで検討している。 

土技所  事業所は、どの程度を許容するのか。 

事業所  通水機能は維持したいが、そこをどのように判断するか、どこまでなら大丈夫

かというのは、正直、なかなか言えないと思う。 

土技所  工業用水を流せれば良いということか。 

水利整備課  ユーザーに対してどのように説明するかという観点が抜けてしまうと良くな

いのではないか。 

事業所  技術的な部分では、例えば、目地の開きが許容値内に収まるようにしたといっ

た話はあると思う。 

土技所  緩く沈んでいけば、最大 30cm沈んでも目地は壊れないし、極端に１箇所だけ
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沈めば、目地は壊れてしまう。重要度区分で言うと、他種用水が流れる場合、応

急復旧の難易度がＡとなるが、工業用水は、全体の半分以下の断面でしか流れて

おらず、5～10cm 程度沈んでも、目地さえ壊れなければ良いという考えになるの

ではないか。 

事業所  右岸の盛土が崩れ、本体を壊すことでもない限り、漏水は継目から生じると思

う。 

土技所  何かしらの基準を決めないと、根幹がグラグラし、せっかく検討しても不完全

ものとなる。許容値が 5～10cm なのかと会検に聞かれても答えられないし、事

業所の中で整理しておかないといけないと思う。 

事業所  地震等の影響で、部分的、または面的に変位が生じるか解析できるのか。 

 

 P4 のとおり、あくまで各断面の二次元的な動的解析を行っており、三次元解

析となると、奥行きも考慮し、全体の範囲の中でどのように動くのかを見ないと

いけない。 

土技所  その点については、報告書をまとめる時に検討してもらうとして、今は、ある

程度の沈下を許容する中での施工計画及び施工方法について、ご助言をいただ

けると良い。 

 

 水路が壊れて、水が流れなくなることはないが、50cm沈めば、天端が下がり、

段差が生じることはあるかもしれない。水が流れる形さえ保っておけば、水を流

せるという判断で考えている。 

土技所  工業用水の量が非常に少ないため、50cm沈んでも、目地さえ切れなければ 十

分に流れるのではないか。このことについては報告書でまとめるとして、施工の

観点からは、全ての沈下を抑える必要は無く、地盤改良で所定の範囲をうまく改

良できれば良いのではないか。 

地すべりの法枠について、かなり高いところでも施工するが、上から吊り下げ

て施工しているのか。 

工藤  ぶら下がって施工している。 

大木  ラフタークレーンの先端に削孔機を付けて施工する方法もあるが、この現場

では、機械を据える場所が無いため、使用できないと思う。 

土技所  下の方だけであれば、足場を組んで施工すれば、それほど手間ではないという

ことか。 

工藤  然り。樹木があったが、そこまで問題になることは無いと思う。 

土技所 静岡県はわさびの生産が盛んであり、モノレールを扱える人や、モノレール材

料の在庫がふんだんにあり、簡単に施工できると思う。災害復旧事業の現場に行

くと、人力で単管パイプを打ち込み、モノレールで施工している状況をよく見か

ける。 

工藤  今回、盛土工指針に準じて検討しているのか。 

 

 盛土工指針を参考にしているところはある。 

大木  計画では、アンカーの段数は 10段程度か。 

 

 然り。 

土技所  アンカーの施工範囲は、左岸側だけで問題ないのか。 

 然り。 
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土技所  他の対策工では、両側を施工しないといけないが、アンカーは左岸側だけとい

うことか。 

 

 然り。 

大木  P4の No.161+5.2と No.161+15.7では、左右で残留変位欄の赤い部分が異なる

が、No.161+5.2 は、右岸側のみ対策するのか。 

 

 ここは谷地形となっており、No.161+5.2 と No.161+15.7 の断面は、10m 程度

しか離れていないが、部分的に両側で対策しないといけない。ピンポイントの断

面で検討しており、その前後を見た上で、対策範囲を決める必要がある。おそら

く左右両側での対策が必要になると思う。 

工藤  下部の液状化範囲が問題ではないか。 

 

 然り。 

工藤  この範囲を改良するだけで良いのではないか。 

 

 解析の結果、不足するようであれば、アンカーの追加もあると思う。 

工藤  地盤改良範囲を広げれば良いのではないか。 

 

 解析しながら検討するため、非常に難しい部分はある。 

工藤  まず、法尻付近の弱い部分を固めることを前提に検討した上で、改良範囲を広

げれば良いのではないか。 

 

 承知した。 

大木  P8のアンカーのピッチはどの程度か。 

 

 1.0mが最小間隔であり、今回、1.5mピッチで検討した。 

大木 足場について、アンカーの段数とピッチ、施工機械との位置関係を考慮した上

で、施工計画を立案すべきではないか。 

No.160+57.4断面にある石積みの上の自然斜面の補強についても、同じアンカ

ーで計画しているのか。 

 

 然り。斜面勾配がかなり急であり、1割近くあるため、手当てすることを考え

ている。 

工藤  今まで安定している訳で、本来、硬い層なのではないか。そこまでアンカー

を深く入れる必要は無いのではないか。 

 

 検討する。 

土技所  対策工として３案検討いただいたが、土砂の搬出を考慮すると、現場に馴染ま

ないということで、比較案２のアンカー工法が最適ではないかということであ

る。その中でも、下の方だけを対策すること、改良だけで問題無いかもしれない

こと、場合によっては、改良範囲を広げること、アンカー工の併用を検討するこ

ととする。 

アンカーの打設方法について、アンカーを 10 段打設すると、足場も 10 段仮
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設することとなり、現実的ではないため、足場１段で 2～3本打設できるような

形で検討することとする。 

クレーンによる楊重が不可能であれば、モノレールの利用を検討することと

する。 

大木  積算の時に、足場の盛替え等を考慮して欲しい。 

土技所  左岸側の法尻をよく確認し、適切な場所で荷下ろしできるスペースを検討の

上、計画して欲しい。 

 

 承知した。 

土技所  公園内で施工することについて、協議を進めているのか。 

事業所  来週の月曜日（13 日）に公園関係者と打合せを行うこととしており、本日の

ご意見等を踏まえ、確認する。 

大木  石積みの上の斜面で施工する時、公園利用者に下方の通路を通行させないと

いけないのか。 

事業所  協議次第になるが、おそらく管理者からは、歩行者が多く、通路を確保するよ

うに言われると思う。本当は通行止めにしたいが、できないとのことであれば、

通しながらの作業になる。 

大木  物の落下や第三者災害が起こらないようにしなければならない。 

事業所  管理者の考えは分からないが、可能な限り通行止めにして、迂回してもらう方

向で協議を進めていきたい。または、水路の上を通路にしてはどうか。当然、フ

ェンスを一時撤去し、通路として整備する必要がある。第三者に対する安全対策

については、万全の体制で臨む必要があると考えている。 

  

 以上  
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4.2.4.2.2 施工計画等の検討に係る課題と留意点の整理 
外部技術者からの助言一覧 

（三方原用水地区：６号開渠盛土区間対策検討会 打合せ） 

 

１．設計・施工計画及び仮設計画に係る留意点 
施

設

名 

項目 施工上の留意点等 

 

 

６

号

開

渠

盛

土

区

間

対

策 

設計 液状化対策について 
液状化対策であれば、地盤改良だけで良いのではないか。間隙を無くせ

ば良いということだと思う。地盤だけの検討してみてはどうか。 

施工計画・

仮設計画 

 

アンカーの機械施工・人力施工等の施工方法（区分）について 

施工方法に関わるが、2.0～3.0mの削孔であれば、ハンドドリルで人力

施工できると思うが、Dg-1層まで入れなければならないとなると、ボー

リングマシンが必要になる。仮設計画がかなり変わってくると思う。 

仮設計画 アンカー工施工における仮設計画・施工手順について 

ある程度のところまでは、資機材をトレーラーとクレーンで持ち込める

と思う。一番近くの法尻に荷物を楊重できる状態であれば、足場を架設

し、そこから足場を延ばし、自走式のボーリングマシンを載せれば、施工

可能ではないか。上の方については、人力で施工（レッグドリル工法）で

きると思う。 

 トンネル掘削の際、削孔に使用する機械であり、バックホウのアタッチ

メントとして使用できる。 

 

アンカー工施工における仮設計画について（モノレールによる楊重） 

モノレールを使ってはどうか。また、そこまで重くないボーリングマシ

ンであれば、ステージに入れて、足場上を移動用パレットで動かす方法も

ある。足場を２段にする時にスロープを作り、そこから持ち上げることも

できると思う。狭い場所でも対応できると思う 
  アンカー工の施工について（モノレール併用）・施工ヤードについて  

可能であれば、モノレール上にマシンを据え、そこから横引きで施工で

きると良いのではないかと思った。専業者に施工事例を問い合わせてはど

うか。いずれにしても、作業員の足場は必要であり、グラウト用資機材の

搬入や練混ぜスペースも必要かと思う。 

 施工計画 比較案１，３における土砂搬出の検討について 

現場状況から、ダンプトラックを走らせるのは厳しいと思う。通行止め

等の処置をしてから施工しないと、土砂の搬出は厳しい。また、どのよう

に水路を生かしながら施工するか検討しなければならず、補強土壁の場

合、掘削して、盛土材を入れないといけないということで、やはり現実的

ではない。補強土壁を施工している時に、第三者は通行できないと思う。 
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 設計 ミニアンカー工法の適用について 

検討段階でアンカー工法等が必要となった場合、法尻の部分のみ、地盤

改良と通常のアースアンカーを支持層まで入れてはどうか。そうすると、

滑ろうとしても滑らないのではないか、沈み込みではなく、滑らないの

で、何とかなるのではないか。 

法尻付近の作業だけで収められると、施工もし易いと思う。 

 仮設計画 アンカー工施工における効率的な足場仮設計画について 

足場について、アンカーの段数とピッチ、施工機械との位置関係を考慮

した上で、施工計画を立案すべきではないか。 

積算の時に、足場の盛替え等を考慮して頂きたい。 

 設計 No.160+57.4断面にある石積みの上の自然斜面の補強について 

今まで安定している訳で、本来、硬い層なのではないか。そこまでアン

カーを深く入れる必要は無いのではないか 

 安全 施工場所付近の第三者への安全対策について 

石積みの上の斜面で施工する時、公園利用者に下方の通路を通行させな

いといけないのか。 

物の落下や第三者災害が起こらないようにしなければならない。 

 
 
まとめ 
 対策工として３案検討したが、土砂の搬出を考慮すると、現場に馴染まないということで、比

較案２のアンカー工法が最適ではないかということである。その中でも、下の方だけを対策する

こと、改良だけで問題無いかもしれないこと、場合によっては、改良範囲を広げること、アンカ

ー工の併用を検討することとする。 

アンカーの打設方法について、アンカーを 10段打設すると、足場も 10段仮設することとなり、

現実的ではないため、足場１段で 2～3本打設できるような形で検討することとする。 

クレーンによる楊重が不可能であれば、モノレールの利用を検討することとする。 
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4.2.4.2.3 打合せ資料 
・外部技術者検討会資料
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耐
震
照
査
の
検
討
 

１
.
耐
震
性
能
照
査
の
方
法
 

 
耐
震
性
能
照
査
の
考
え
方
は
、
「
令
和
3 

年
度
 三

方
原
用
水
二
期
農
業
水
利
事
業
 
導
水
幹
線
水
路
実
施
設
計
業
務
(
6
 
号
開

渠
高
盛
土
区
間
検
証
)」

に
て
決
定
し
た
方
法
を
採
用
す
る
。
 

(
1
)
本
地
区
に
お
け
る
耐
震
対
策
の
必
要
性
 

三
方
原
用
水
二
期
地
区
は
、
昭
和
3
5年

か
ら

4
5年

に
建
設
さ
れ
、
農
業
用
水
と
工
業
用
水
、
上
水
道
を
浜
松
市
に
共
用
す
る
重

要
な
基
幹
水
利
施
設
で
あ
る
。
農
業
用
水
は
約
3
千
h
a
、
上
水
道
は
浜
松
市
民
約
3
2万

人
、
工
業
用
水
は
約
1
0
0社

へ
送
水
し
て
い

る
。
 

本
地
区
が
位
置
す
る
浜
松
市
は
、
静
岡
県
西
部
に
位
置
し
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
大
規
模
地
震
が
想
定
さ
れ
、
今
後
3
0年

以
内
に
東
海
地
震
が
8
8%
(
M
8.
0
程
度
)、

東
南
海
地
震
が
7
0％

(
M
8
.1
前
後
)
の
確
率
で
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
東
海
地

震
の
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
(
H
1
4.
4
指
定
)、

東
南
海
・
南
海
地
震
の
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
(
H1
5
.
12
)
に
指
定
、
平
成
26
年

3
月
に
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
緊
急
対
策
区
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
規
模
地
震
に
対
す
る
対
策
が
急
務
で
あ
る
。
 

こ
の
た
め
、
重

要
度
評
価
A
の
施
設
に
つ
い
て
、
現
況
施
設
の
耐
震
照
査
を
行
い
、
耐
震
性
能
が
不
足
す
る
施
設
は
用
水
の
安
定
供

給
及
び
周
辺
へ
の
二
次
災
害
防
止
の
観
点
か
ら
耐
震
化
対
策
を
実
施
す
る
。
 

図
-1
 

三
方

原
用

水
二

期
地

区
の

耐
震

照
査

区
間

 

（
出

典
：

H2
9 

三
方

原
用

水
二

期
農

業
水

利
事

業
 導

水
幹

線
水

路
実

施
設

計
そ

の
３

業
務

 P
.Ⅰ

-
2-

1）
 

(
2
)
耐
震
照
査
の
検
討
範
囲
 

本
地
区
は
、
農
水
・
工
水
・
上
水
の
共
有
施
設
で
地
域
の
重
要
な
基
幹
水
利
施
設
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
各
関

係
機
関

と
検
討

会
・
委
員
会
を
通
じ
て
検
討
し
た
重
要
度
区
分
の
設
定
で
重
要
度
Ａ
と
し
た
区
間
に
つ
い
て
、
耐
震
性
の
照
査

を
行
っ

た
も
の

で

あ
る
。
そ
の
区
間
は
、
重
要
度
Ａ
の
秋
葉
取
水
口
、
導
水
幹
線
水
路
の
始
点
か
ら
４
号
分
水
工
ま
で
、
お
よ

び
都
田
調

整
池
で

あ

る
。
 

(
3
)
現
況
施
設
の
耐
震
照
査
の
方
法
 

 
本
地
区
の
重
要
度
Ａ
の
施
設
を
対
象
に
、
現
況
施
設
の
耐
震
照
査
を
実
施
し
、
耐
震
性
能
を
有
し
な
い
施

設
は

耐
震

化
対
策

対

象
施
設
と
位
置
付
け
、
対
策
工
の
検
討
を
行
っ
た
。
 

 
現
況
施
設
の
耐
震
照
査
は
、
次
の
基
準
類
に
準
じ
た
。
 

「
土
地
改
良
事
業
設
計
指
針
 耐

震
設
計
」
(
平
成
2
7年

5
月
)」

 

「
土
地
改
良
事
業
計
画
設
計
基
準
・
設
計
水
路
工
(平

成
26
年
)
」
 

「
土
地
改
良
事
業
計
画
設
計
基
準
(水

路
ト
ン
ネ
ル
)(
平
成
8
年
1
0月

)
」
 

図
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2 
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能
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フ
ロ
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出

典
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水

路
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施
設

計
そ

の
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業
務

 P
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-
2-

1）
 

重
要
度
評
価
Ａ
の
施
設
 

○
秋
葉
取
水
口
か
ら
導
水
幹
線

1
2
号
開
渠
末
端
（
4
号
分

水
工
）
の
区
間
（
長
石
放
水
路
は
除
く
。
）
 

○
都
田
調
整
池

6
号
開
渠

地
質
調
査

地
震
動
算
出
に
必
要
な
場
所

耐
震
照
査
が
不
要
な
区

間
と
設
定

重
要
度
評
価

重
要
度
判
定
=
A
 o
r 
B
 o
r 
C

（
二
次
災
害
の
危
険
度
・
応
急
復
旧
難
易
度
・

基
幹
施
設
の
重
要
度
に
て
判
断
）

重
要
度
Ａ

耐
震
照
査
が
必
要
な
区
間
と
設
定

レ
ベ
ル
2
想
定
地
震
動
の
検
討
・
算
出
、

耐
震
性
能
の
決
定
、
照
査
方
法
の
検
討

レ
ベ
ル
2
想
定
地
震
：
東
海
・
東
南
海
・
南
海
連
動
型
地
震

レ
ベ
ル
2
地
震
動
算
出
：
岐
阜
大
学
（
杉
戸
真
太
）

耐
震
性
能
、
照
査
方
法
：
「
土
地
改
良
施
設
耐
震
設
計
の
手
引
き
」
等
に
よ
り
検
討

各
工
種
（
構
造
物
）
ご
と
に
耐
震
照

査
位
置
の
選
定
を
行
う

各
工
種
（
構
造
物
）
ご
と
に
決
定
し

た
照
査
位
置
で
耐
震
照
査

（
構
造
計
算
）
を
実
施

耐
震
性
能
の
評
価

地
質
縦
断
図
の
作
成

（
地
層
及
び
耐
震
基
盤
面
の
把
握
）

地
質
調
査

耐
震
性
能
を
有
し
な
い
施
設

耐
震
化
対
策
（
三
方
原
用
水
二
期
で
実
施
）

重
要
度
B

ま
た
は
C

耐
震
化
対
策
不
要

耐
震
性
能
を
有
す
る
施
設

-
 
1
 
-
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２
．
現
地
状
況
 

 
国
営
三
方
原
用
水
二
期
土
地
改
良
事
業
に
お
け
る
導
水
幹
線
水
路
６
号
開
渠
の
現
地
状
況
と
検
討
地
点
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
 

図
 

６
号

幹
線

検
討

位
置

図
 

表
 

各
地

点
の

状
況

 

 
N
o
.
1
6
0+
5
7
.4
(
R
3)
 

N
o
.
1
6
1+
5
.
2(
R
3
) 

N
o
.
1
6
1+
1
5
.7
(
R
3)
 

N
o
.
1
6
1+
5
0
.0
(
R
4)
 

N
o
.
1
6
2+
4
1
.6
(
R
3)
 

断
面
図
 

写
真
 

盛
土
高
 

3
.
9
1
(
m)
 

8
.
1
3
(
m)
 

8
.
4
8
(
m)
 

8
.
3
8
(
m)
 

1
2
.
9
0
(m
) 

法
面
勾
配
 

(
左
岸
) 

1
:1
.
6 

(
右
岸
) 

ブ
ロ
ッ
ク
積
み
 

(
左
岸
) 

1
:1
.
7 

(
右
岸
) 

1
:
1
.
5 

(
左
岸
) 

1
:1
.
5 

(
右
岸
) 

1
:
1
.
6 

(
左
岸
) 

1
:1
.
5 

(
右
岸
) 

1
:
1
.
8 

(
左
岸
) 

1
:1
.
6 

(
右
岸
) 

1
:
1
.
7 

周
辺
状
況
 

左
岸
側
は
盛
土
法
尻
に
補
強
土

壁
、
た
め
池

が
あ
る
。
右
岸
側
は
管
理
道
を

挟
ん
で
ブ
ロ

ッ
ク
積
み
が
設
置
さ
れ
て
い
る

。
 

左
岸
側
・
右
岸
側
と
も
に
、
盛
土
傾
斜
が
急

で
あ
り
、
谷
部
で
あ
る
。
盛
土
高
さ
も

8m
程

度
あ
る
。
 

左
記
の
地
点
と
ほ
ぼ
同
位
置
で
あ
り
、
状
況

も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
 

左
岸
側
は
盛
土
が
高
く
急
こ
う
配
で
あ
る
。

右
岸
側
は
切
土
面
で
あ
り
、
立
木
（
松
）
が

覆
う
よ
う
に
あ
る
。
 

左
岸
側
は
盛
土
が
高
く
急
こ
う

配
で
あ

る
。

右
岸
側
は
イ
ベ
ン
ト
広
場
へ
の

道
路
も

あ
り

緩
や
か
な
勾
配
で
あ
る
。
 

D
g
-
1

D
g
-
2

B

D
L
=
8
0
.
0
0

N
O.

16
0
+5

7.
4
00

補
強
土

壁

1:
1.
6

3910

D
L
=
7
8
.
0
0

C
O

H
P
φ

1
0
0
0

B
/
A
s
(
B
)

D
t

B
/
A
s
(
A
s
)

D
g
-
1

B

NO
.
16

1+
5
.2

1:
1.
7

1:
1.
5

8130

B
/
A
s
(
B
)

B
/
A
s
(
A
s
)

D
L
=
8
0
.
0
0

N
O.

1
61

+1
5
.7

00

C
O

D
t

D
g
-
1

B
1:
1.
5

1:
1.
6

8480

ボ
ー
リ

ン
グ

位
置

G

N
O
.1

61
+
15

.7
0
0

1:
1.
5

1:
1.
8

8377

D
L
=
7
7
.
0
0

B
-
2 D
g
-
2

B
-
3

A
c

B
-
1 D
g
-
1

NO
.1

62
+4

1
.6

1:
1.
6

1:
1.
7

12090

西
ノ
谷
奥
池

N
o
.
1
6
0
+
5
7
.
4
(
R
3
)
 

N
o
.
1
6
1
+
5
.
2
(
R
3
)
 

N
o
.
1
6
1
+
1
5
.
7
(
R
3
)
 

N
o
.
1
6
2
+
4
1
.
6
(
R
3
)
 

N
o
.
1
6
1
+
5
0
.
0
(
R
4
)
 

イ
ベ
ン
ト
広
場

キ
ャ
ン
プ
場

N
o
.
1
6
0
+
5
7
.
4
(
R
3
)

N
o
.
1
6
1
+
1
5
.
7
(
R
3
)

N
o
.
1
6
1
+
5
.
2
(
R
3
)

N
o
.
1
6
1
+
5
0
.
0
(
R
4
)

N
o
.
1
6
2
+
4
1
.
6
(
R
3
)

出
典
：
国
土
地
理
院

左
岸
側
か
ら
右
岸
側
へ
 

傾
斜
し
て
い
る
 

谷
部
が
形
成

-
 
2
 
-
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３
．
設
計
条
件
の
整
理
 

過
年
度
に
検
討
し
て
い
る
断
面
（
R3

年
度
 
三
方
原
用
水
二
期
農
業
水
利
事
業
 導

水
幹
線
水
路
実
施
設
計
業

務
（
6
 号

開
渠
高
盛
土
区
間
検
証
）
に
お
け
る
検
討
条
件
を
整
理
し
た
。
ま
た
、
本
年
度
の
検
討
断
面
も
併
せ
て
下
表
に
整
理
す
る
。
 

測
点
 

断
面
図
 

設
計
条
件
の
整
理
 

備
考
 

土
層

 
土

質
 

層
厚

 

H
(
m)

 

N
値

 
せ

ん
断
波
速
度

V
s
(m

/s
) 

H
/
Vs

 
単

位
体

積
重

量

γ
(k

N/
m
3
) 

鉛
直

応
力

 

σ
’

v(
kN

/m
2 )
 

ﾎ
ﾟ
ｱｿ

ﾝ比
 

v
 

せ
ん

断
剛

性
 

G
(
kN

/m
3 )
 

変
形

係
数

 

E
(
kN

/㎡
) 

粘
着

力
 

C
(
kN

/㎡
) 

せ
ん

断
抵

抗
角

φ
(°

) 

N
o
.
1
6
0 

+
5
7
.
4 

(
R
3
) 

B
 

砂
 

4
.
97

9 
2
 

9
0 

0
.
05

5 
1
7 

4
2
.3

2 
0
.
33

 
1
4
,1

00
 

3
7
,5

00
 

1
0 

2
5 

･
左

岸
側

は
た

め
池

が
あ

り
、

H
1
5 

年
に

災
害

復
旧

工
事

で
補

強
土

壁
が

設
置

さ
れ

て
い

る
。

 

･
ボ

ー
リ

ン
グ

調
査

は
、

H
25

年
、

R3
年

に
実

施
 

D
g
-1

 
砂

 
3
.
87

0 
9
 

2
1
0 

0
.
01

8 
2
0 

1
2
3.

34
 

0
.
33

 
9
0
,0

00
 

2
3
9,

40
0 

0
 

4
1 

D
g
-2

 
砂

 
5
.
73

0 
9
 

3
2
0 

0
.
01

8 
2
1 

1
9
6.

42
 

0
.
33

 
2
1
9,

40
0 

5
8
3,

60
0 

0
 

4
5 

D
g
-3

 
砂

 
7
.
43

0 
2
9 

4
2
0 

0
.
01

8 
2
1 

2
7
5.

38
 

0
.
33

 
3
7
8,

00
0 

1
,
00

5,
50

0 
0
 

4
5 

N
o
.
1
6
1 

+
5
.
2 

(
R
3
) 

B
 

砂
 

3
.
09

0 
2
 

7
0 

0
.
04

4 
1
7 

2
6
.2

7 
0
.
33

 
8
,
50

0 
2
2
,6

00
 

1
0 

2
5 

･
高

盛
土

区
間

で
右

岸
の

盛
土

が

最
も

高
く

な
る

断
面

 

･
ボ

ー
リ

ン
グ

調
査

は
、

H
22

年

に
実

施
 

B
/
As

-U
 

砂
 

3
.
54

0 
9
 

1
8
0 

0
.
02

0 
1
8 

8
4
.3

9 
0
.
33

 
5
9
,5

00
 

1
5
8,

30
0 

1
0 

3
0 

B
/
As

-L
 

砂
 

0
.
47

7 
9
 

1
8
0 

0
.
00

3 
1
8 

1
1
8.

40
 

0
.
33

 
5
9
,5

00
 

1
5
8,

30
0 

1
0 

3
0 

d
t 

砂
 

0
.
97

5 
9
 

1
0
0 

0
.
01

0 
1
8 

1
2
7.

08
 

0
.
33

 
1
8
,4

00
 

4
8
,9

00
 

0
 

2
6 

D
g
-1

 
砂

 
9
.
34

7 
2
9 

3
1
0 

0
.
03

0 
1
9 

1
8
2.

59
 

0
.
33

 
1
8
6,

30
0 

4
9
5,

60
0 

0
 

3
4 

D
g
-2

 
砂

 
7
.
09

1 
5
0 

3
9
0 

0
.
01

9 
2
1 

3
1
3.

93
 

0
.
33

 
3
2
5,

90
0 

8
6
6,

90
0 

0
 

4
5 

N
o
.
1
6
1 

+
1
5
.
7 

(
R
3
) 

B
 

砂
 

3
.
00

0 
2
 

7
0 

0
.
04

3 
1
7 

2
5
.5

0 
0
.
33

 
8
,
50

0 
2
2
,6

00
 

1
0 

2
5 

･
平

面
地

形
か

ら
推

定
し

た
断

面

で
あ

る
 

･
高

盛
土

区
間

で
右

岸
の

盛
土

が

最
も

高
く

な
る

断
面

 

･
ボ

ー
リ

ン
グ

調
査

は
、

H
22

年

に
実

施
 

B
/
As

-U
 

砂
 

3
.
50

7 
9
 

1
8
0 

0
.
01

9 
1
8 

8
2
.5

6 
0
.
33

 
5
9
,5

00
 

1
5
8,

30
0 

1
0 

3
0 

B
/
As

-L
 

砂
 

2
.
59

4 
9
 

1
8
0 

0
.
01

4 
1
8 

1
2
5.

80
 

0
.
33

 
5
9
,5

00
 

1
5
8,

30
0 

1
0 

3
0 

d
t 

砂
 

1
.
35

1 
9
 

1
0
0 

0
.
01

4 
1
8 

1
5
5.

22
 

0
.
33

 
1
8
,4

00
 

4
8
,9

00
 

0
 

2
6 

D
g
-1

 
砂

 
6
.
75

3 
2
9 

3
1
0 

0
.
02

2 
1
9 

2
0
1.

15
 

0
.
33

 
1
8
6,

30
0 

4
9
5,

60
0 

0
 

3
4 

D
g
-2

 
砂

 
6
.
79

5 
5
0 

3
9
0 

0
.
01

7 
2
1 

3
0
6.

07
 

0
.
33

 
3
2
5,

90
0 

8
6
6,

90
0 

0
 

4
5 

N
o
.
1
6
1 

+
5
0
.
0 

(
R
4
) 

B
 

砂
 

5
.
00

0 
7
 

1
4
0 

0
.
03

6 
1
8 

4
5
.0

0 
0
.
33

 
3
6
,0

00
 

9
5
,7

00
 

1
0 

2
5 

･
前

後
の

定
点

の
中

間
で

盛
土

高

さ
が

大
き

く
な

る
地

点
 

･
ボ

ー
リ

ン
グ

調
査

は
、

R4
年

に

実
施

 

D
t 

砂
 

2
.
50

0 
5
 

2
2
0 

0
.
01

1 
1
8 

1
1
2.

50
 

0
.
33

 
8
8
,9

00
 

2
3
6,

00
0 

0
 

2
6 

D
g
-1

 
砂

 
9
.
30

0 
3
0 

3
0
0 

0
.
03

1 
2
0 

1
8
6.

15
 

0
.
33

 
1
8
4,

00
0 

4
8
9,

00
0 

0
 

4
0 

D
g
-2

 
砂

 
7
.
60

2 
6
3 

4
0
0 

0
.
01

9 
2
1 

2
8
2.

91
 

0
.
33

 
3
4
3,

00
0 

9
1
2,

00
0 

0
 

4
5 

N
o
.
1
6
2 

+
4
1
.
6 

(
R
4
) 

B
-
1 

砂
 

4
.
05

2 
1
3 

2
2
0 

0
.
01

8 
1
8 

3
6
.4

7 
0
.
33

 
8
8
,9

00
 

2
3
6,

50
0 

1
0 

2
6 

･
6
号

開
渠

の
最

も
下

流
で

あ
る

高
盛

土
の

断
面

 

･
ボ

ー
リ

ン
グ

調
査

は
、

H
25

年

に
実

施
 

B
-
2 

砂
 

2
.
00

0 
7
 

2
8
0 

0
.
00

7 
1
8 

9
0
.9

4 
0
.
33

 
1
4
4,

00
0 

3
8
3,

00
0 

1
0 

2
6 

B
-
3U

 
砂

 
0
.
40

0 
9
 

2
3
0 

0
.
00

2 
1
8 

1
1
2.

54
 

0
.
33

 
9
7
,2

00
 

2
5
8,

60
0 

1
0 

2
6 

B
-
3L

 
砂

 
2
.
13

7 
9
 

2
3
0 

0
.
00

9 
1
8 

1
2
5.

75
 

0
.
33

 
9
7
,2

00
 

2
5
8,

60
0 

1
0 

2
6 

A
c 

粘
土

 
0
.
80

0 
1
 

5
0 

0
.
01

6 
1
8 

1
3
8.

97
 

0
.
33

 
4
,
60

0 
1
2
,2

00
 

1
0 

1
5 

D
g
-1

 
砂

 
2
.
30

0 
1
9 

2
6
0 

0
.
00

9 
2
0 

1
5
5.

22
 

0
.
33

 
1
3
8,

00
0 

3
6
7,

10
0 

0
 

4
1 

D
g
-2

 
砂

 
4
.
57

0 
5
0 

5
8
0 

0
.
00

8 
2
1 

1
9
5.

29
 

0
.
33

 
7
2
0,

90
0 

1
,
91

7,
60

0 
0
 

4
5 

G

R
4
-
1

G
H
=
9
1
.
6
2
m

d
e
p
=
2
4
.
4
0
m

D
g
-
2

D
g
-
1

d
t

B

Ｎ
値

0
10

20
30

40
50 3 3 1
2

1
0

0
/4
5

7 9 2
0

2
5

1
7

3
4

5
0/
2
2

2
3

2
5

4
6

5
0/
2
9

5
0/
2
0

2
3

5
0/
2
7

5
0/
2
5

5
0/
1
7

5
0/
1
9

-
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４
．
動
的
解
析
計
算
 

過
年
度
の
解
析
結
果
を
も
と
に
再
度
メ
ッ
シ
ュ
作
成
か
ら
再
検
討
を
行
い
、
地
質
調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
結
果
を
踏
ま
え
て
、
レ
ベ
ル

2
 地

震
動
に
お
け
る
動
的
解
析
計
算
を
行
っ
た
。
地
震
波
形
は
１
波
形
と
し
て
、
解
析
モ
デ
ル
は
、
１
断
面
あ
た

り
１

パ
タ

ー
ン

に

つ
い
て
実
施
し
た
。
 

表
 
各
測
点
に
お
け
る
検
討
結
果
（
1/
2）
 

 
N
o
.1
6
0+
5
7.
4(
R
3)
 

N
o
.1
6
1+
5
.2
(R
3)
 

N
o
.1
6
1+
1
5.
7
(R
3
) 

N
o
.1
61
+
50
.0
(R
4
) 

N
o
.1
6
2+
4
1
.6
(R
3
) 

モ
デ
ル
図
 

残
留
変
位
 

右
側

法
面

に
て

3
.0

m
の

残
留

変
形

が
生

じ
円

弧
滑

り

形
状

が
確

認
で

き
る

。
 

水
路

左
側

(ふ
と

ん
籠

籠
)位

置
も

0
.
3m

程
度

変
形

し

て
い

る
。

水
路

自
体

の
傾

き
は

残
留

変
位

に
お

い

て
、

水
路

左
下

端
で

0
.0

3m
、

水
路

右
下

端
で

0
.0

1m

の
沈

下
程

度
で

あ
る

。
 

右
側

斜
面

部
に

て
0
.5

9m
の

残
留

変
形

が
生

じ
、

円

弧
滑

り
形

状
が

確
認

で
き

る
。

 

水
路

自
体

も
傾

き
、

残
留

変
位

に
お

い
て

水
路

左
下

端
で

0
.1

1m
、

水
路

右
下

端
で

0.
19

m
の

沈
下

を
し

、

1
.
7％

程
度

の
傾

き
が

生
じ

た
。

 

水
路

左
側

法
面

が
崩

壊
し

て
い

る
。

左
側

法
面

下
方

で
1
.4

6m
の

残
留

変
形

が
生

じ
て

い
る

。
液

状
化

層

（
B2

/A
s(

As
)層

の
水

位
以

下
）

上
の

法
面

が
崩

壊
し

て
い

る
。

水
路

自
体

の
傾

き
は

、
残

留
変

位
に

お
い

て
水

路
左

下
端

で
0
.5

9m
、

水
路

右
下

端
で

0
.4

1m
沈

下
し

、
4.

2％
程

度
の

傾
き

が
生

じ
た

。
 

左
側

法
面

に
て

0
.8

m
の

残
留

変
形

が
生

じ
円

弧
滑

り

形
状

が
確

認
で

き
る

。
水

路
自

体
の

傾
き

は
残

留
変

位
に

て
、

水
路

左
下

端
で

0
.1

6m
、

水
路

右
下

端
で

0
.
04

m
の

沈
下

が
生

じ
る

。
 

擁
壁

に
て

0
.5

2m
の

残
留

変
形

が
生

じ
、

完
璧

な
円

弧
滑

り
形

状
が

確
認

で
き

る
。

水
路

自
体

も
傾

き
、

残
留

変
位

に
お

い
て

水
路

左
下

端
で

0
.2

8m
、

水
路

右

下
端

で
0
.1

2m
の

沈
下

を
し

て
お

り
3
.6
％

程
度

の
傾

き
が

生
じ

た
 

液
状
化
 

液
状

化
は

発
生

し
な

い
 

t
=
22

3.
6s

ec
に

お
け

る
液

状
化

状
態

図
を

記
す

。

B
2
/A

s(
As

)層
に

て
液

状
化

が
生

じ
て

い
る

。

t
=
22

3.
6s

ec
に

お
け

る
液

状
化

状
態

図
を

記
す

。

B
2
/A

s(
As

)層
に

て
液

状
化

が
生

じ
て

い
る

。
 

液
状

化
は

発
生

し
な

い
 

液
状

化
は

発
生

し
な

い
 

B
層
(
水
位
以
上
)

D
g-
3
層
(水

位
以
下
) 

D
g-
2
層
(水

位
以
下
)

D
g-
1
層
(水

位
以
下
)

D
g-
1
層
(水

位
以
上
)

ふ
と
ん
籠

D
g-
2
層
(水

位
以
下
)

D
g-
1
層
(水

位
以
下
)

B
2/
A
s(
A
s)
層
(水

位
以
下
)

B
層
(
水
位
以
上
)
 

B
2
/A
s(
A
s)
層
(水

位
以
上
)

d
t
層
(水

位
以
上
)

d
t
層
(水

位
以
下
)

D
g-
2
層
(水

位
以
下
)

D
g-
1
層
(水

位
以
下
)

d
t
層
(水

位
以
上
)

d
t
層
(水

位
以
下
)

B
2
/A
s(
A
s)
層
(水

位
以
上
)

B
2
/A
s(
A
s)
層
(水

位
以
下
)B

層
(水

位
以
上
)

D
g-
2
層
(水

位
以
下
)

D
g-
1
層
(水

位
以
下
)

D
g-
1
層
(水

位
以
上
)

d
t
層
(水

位
以
下
)

d
t
層
(水

位
以
上
)

B
層
(水

位
以
上
)

D
g-
2
層
(水

位
以
下
)

D
g-
1
層
(水

位
以
下
)

A
c
層
(水

位
以
下
)

B
2
層
(水

位
以
上
)

B
1
層
(水

位
以
上
)

B
3
層
(水

位
以
上
) B
3
層
(水

位
以
下
)
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表
 
各
測
点
に
お
け
る
検
討
結
果
（
2/
2）
 

 
N
o
.1
6
0+
5
7.
4(
R
3)
 

N
o
.1
6
1+
5
.2
(R
3)
 

N
o
.1
6
1+
1
5.
7
(R
3
) 

N
o
.1
61
+
50
.0
(R
4
) 

N
o
.1
6
2+
4
1
.6
(R
3
) 

曲
げ
 

ﾓ
ｰ
ﾒ
ﾝ
ﾄの
 

照
査
 

せ
ん
断
力

の
照
査
 

評
価
 

 
左

側
壁

最
大

せ
ん

断
発

生
時

刻
は

、
最

大
曲

げ
モ

ー
メ

ン
ト

発
生

時
刻

と
ほ

ぼ
同

時
刻

で
あ

り
、

右
側

法
面

の
崩

落
に

て
用

水
路

が
左

側
に

押
さ

れ
、

ふ
と

ん
籠

側
土

砂
が

用
水

路
を

右
側

に
押

し
て

い
る

時
刻

で
あ

る
。

右
壁

せ
ん

断
が

最
大

に
な

る
時

刻
は

、
さ

ら
に

右
側

法
面

の
崩

落
に

て
用

水
路

が
左

側
に

押
さ

れ
て

い
る

状
態

時
に

生
じ

て
い

る
。

 

許
容

モ
ー

メ
ン

ト
を

超
え

る
時

刻
は

数
秒

で
あ

る
。

ま
た

、
水

路
壁

に
盛

土
が

覆
い

か
ぶ

さ
っ

て
い

る
時

刻
で

最
大

曲
げ

モ
ー

メ
ン

ト
が

生
じ

て
い

る
。

 

動
的

解
析

で
生

じ
た

最
大

・
最

小
曲

げ
モ

ー
メ

ン
ト

と
許

容
曲

げ
モ

ー
メ

ン
ト

及
び

最
大

・
最

小
せ

ん
断

力
と

許
容

せ
ん

断
力

は
、

す
べ

て
許

容
値

内
に

収
ま

っ
て

い
る

。
 

 
許

容
モ

ー
メ

ン
ト

を
超

え
る

時
刻

は
数

秒
で

あ

る
。

右
側

法
面

の
崩

落
に

て
用

水
路

が
左

側
に

押
さ

れ
、

左
側

法
面

が
地

震
動

で
右

側
に

振
ら

れ
る

タ
イ

ミ
ン

グ
で

、
大

き
な

モ
ー

メ
ン

ト
が

生
じ

て
い

る
。

 

せ
ん

断
力

は
す

べ
て

許
容

値
内

に
収

ま
っ

て
い

る
。

 

動
的

解
析

で
生

じ
た

最
大

・
最

小
曲

げ
モ

ー
メ

ン
ト

と
許

容
曲

げ
モ

ー
メ

ン
ト

及
び

最
大

・
最

小
せ

ん
断

力
と

許
容

せ
ん

断
力

は
、

す
べ

て
許

容
値

内
に

収
ま

っ
て

い
る

。
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５
．
対
策
工
の
検
討
 

（
1
）
対
策
工
法
の
概
要
 

 
道
路
土
工
 
盛
土
工
指
針
に
よ
れ
ば
、
盛
土
材
料
お
よ
び
盛
土
高
に
対
す
る
標
準
の
り
面
勾
配
の
目
安
が
示
さ
れ
て
い
る
。
今

回
の
各
断
面
の
盛
土
高
さ
は
、
3
.
9
m～

1
2.
9
m
で
あ
り
、
そ
の
勾
配
は

1
:
1.
5
～
1
.
8
で
あ
る
。
 

 
今
回
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た

N
o
.1
6
1
+5
0
.
0
地
点
に
お
け
る
盛
土
部
分
の
土
質
は
、
礫
混
じ
り
粘
土
質
砂
主
体
で

砂
礫
や
粘
性
土
を
挟
む
状
況
で
あ
り
、
盛
土
材
料
と
し
て
は
「
粒
度
の
悪
い
砂
(
SG
)
」
と
判
断
さ
れ
、
そ
の
標
準
の
り
面
勾
配

の
目
安
は
、
「
1：

1
.
8～

1：
2
.
0
」
で
あ
る
。
本
地
区
の

6
号
開
渠
の
盛
土
部
の
勾
配
は
、
標
準
勾
配
よ
り
も
傾
斜
が
き
つ
く

急
こ
う
配
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
対
策
工
の
検
討
を
行
う
。
 

出
典

：
道

路
土

工
 盛

土
工

指
針

（
H
2
2.

4）
P
.1

06
 

写
真

 
ボ

ー
リ

ン
グ

調
査

結
果

（
No

.
16

1+
50

.0
）

 

 
地
形
･
用
地
上
の
制
約
な
い
し
は
環
境
･景

観
上
の
配
慮
、
耐
震
性
の
向
上
等
か
ら
、
盛
土
部
の
補
強
を
検
討

す
る

に
あ

た

り
、
現
況
の
急
こ
う
配
に
対
し
て
、
「
急
こ
う
配
化
の
た
め
の
構
造
選
定
フ
ロ
ー
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 

 
本
地
区
の
現
地
状
況
か
ら
、
盛
土
の
安
定
性
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
道
路
土
工
に
示
さ

れ
て

い
る

安
定
勾

配
に
よ
り
も
急
な
構
造
で
あ
る
た
め
、
補
強
盛
土
あ
る
い
は
軽
量
盛
土
の
必
要
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
 

出
典

：
道

路
土

工
 盛

土
工

指
針

（
H
2
2.

4）
P
.1

86
、

P.
19

1、
P
.1

93
 

【
6
号
開
渠
周
辺
盛
土
土
質
】 

・
礫
混
じ
り
粘
土
質
砂
主
体
で
砂
礫
や
粘

性
土
を
挟
む
。
 

・
径
10
m
m
以
下
の
礫
が
混
じ
る
。
 

 
↓
 

「
粒
度
の
悪
い
砂
(S
G
)」
 

・
礫
混
じ
り
粘
土
質
砂
主
体
で
砂
礫
や
粘
性
土
を
挟
む
。
 

・
径
10
m
m
以
下
の
礫
が
混
じ
る
。
 

【
補
強
盛
土
の
特
徴
と
設
計
の
考
え
方
】

ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
や
鋼
材
等
の
補
強
材
を
盛
土
中
に

敷
設
等
し
て
、
急
こ
う
配
化
、
法
面
の
安
定
性
の
向
上
、

耐
震
性
の
向
上
を
図
る
。
 

◆
設
計
の
考
え
方

①
盛
土
の
法
面
付
近
の
転
圧
補
助
 

②
排
水
性
を
有
す
る
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
使
用
し
て

高
含
水
比
粘
性
土
に
よ
る
盛
土
施
工
中
の
過
剰
間
隙
水

圧
の
消
散
を
は
か
り
、
圧
密
に
よ
る
強
度
増
加
 

③
引
張
補
強
材
と
し
て
す
べ
り
面
を
跨
ぐ
よ
う
に
補
強

材
を
設
置
し
、
す
べ
り
破
壊
に
対
す
る
検
討
を
行
う
。
 

【
軽
量
盛
土
の
特
徴
と
設
計
の
考
え
方
】

盛
土
自
体
を
軽
量
化
し
、
地
盤
に
加
わ
る
負
荷
や
隣
接

す
る
構
造
物
に
作
用
す
る
土
圧
を
軽
減
し
よ
う
と
す
る

盛
土
構
造
。

◆
設
計
の
考
え
方
 

①
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
ブ
ロ
ッ
ク
(0
.12
～
0.3
0k
N/
m
3 ) 

②
気
泡
混
合
軽
量
土
(5
～
12
kN
/m

3 ) 
③
発
砲
ビ
ー
ズ
混
合
軽
量
土
(7
kN
/m

3 ) 

-
 
6
 
-

 
1151



（
2
）
施
工
性
を
考
慮
し
た
対
策
検
討
 

 
６
号
開
渠
の
対
策
地
点
は
、
森
林
公
園
内
に
あ
り
、
対
策
工
事
に
お
け
る
資
機
材
搬
出
入
道
路
や
進
入
ル
ー
ト
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
列
挙
し
て
対
策
案
を
検
討
す
る
。
 

（
3
）
資
機
材
の
搬
出
入
路
 

 
６
号
開
渠
は
、
森
林
公
園
内
を
通
っ
て
お
り
、
そ
の
水
路
沿
い
に
は
管
理
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
森
林
公
園
の
西
側

に
は
、
公
園
の
敷
地
に
沿
っ
て
南
北
方
向
に
県
道

29
6
号
線
が
あ
る
。
工
事
車
両
の
進
入
は
、
こ
の
県
道
か
ら
の
進
入
と
な
る

が
、
水
路
ま
で
の
約

30
0
m、

全
区
間
が
一
車
線
の
幅
の
狭
い
道
路
で
あ
る
。
 

図
 

隣
接

す
る

県
道

か
ら

の
進

入
ル

ー
ト

 

図
 

６
号

開
渠

ま
で

の
進

入
ル

ー
ト

（
3
）
対
策
工
の
比
較
検
討
 

 
６
号
開
渠
の
対
策
に
あ
た
っ
て
、
隣
接
す
る
県
道
か
ら
の
進
入
道
路
が
狭
く
、
開
渠
周
辺
の
施
工
ヤ
ー
ド

の
確

保
が

難
し

く
、
大
型
施
工
機
械
の
対
策
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
対
策
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
小
規
模
な
施
工
機
械

で
対

応
可

能
な
工

法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

1
）
補
強
盛
土
（
比
較
案
１
、
比
較
案
２
）
 

ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
や
鋼
材
等
の
補
強
材
を
盛
土
中
に
敷
設
等
し
て
、
急
こ
う
配
化
、
法
面
の
安
定
性

の
向

上
、

耐
震

性

の
向
上
を
図
る
。
 

①
盛
土
の
法
面
付
近
の
転
圧
補
助
 

②
排
水
性
を
有
す
る
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
使
用
し
て
高
含
水
比
粘
性
土
に
よ
る
盛
土
施
工
中
の
過
剰
間

隙
水

圧
の

消
散

を
は
か
り
、
圧
密
に
よ
る
強
度
増
加
 

③
引
張
補
強
材
と
し
て
す
べ
り
面
を
跨
ぐ
よ
う
に
補
強
材
を
設
置
し
、
す
べ
り
破
壊
に
対
す
る
検
討
を
行

う
。
 

2
）
軽
量
盛
土
（
比
較
案
３
）
 

盛
土
自
体
を
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
ブ
ロ
ッ
ク
(
0
.
12
～
0.
3
0
kN
/
m
3
)
と
し
軽
量
化
し
て
、
地
盤
に
加
わ
る
負

荷
や

隣
接

す
る

構

造
物
に
作
用
す
る
土
圧
を
軽
減
す
る
。
 

100
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90
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95

100

105

100
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90
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100
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0
1

8
5
.0
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.
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.
02
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8
7
.7
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8
6
.5
5

86
.
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87
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9
1
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9
1.
91
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.
75
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.
20

92
.
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90
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8
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8
7

8
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7
1

84
.9
5

87
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1

82
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2

8
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5
0

8
4
.9
1

8
9
.2
8

8
7.
56

8
7
.
45

84
.
6
9

91
.0
3

85
.5
6

8
8.
8
0

8
4
.5
1

8
2
.
56

81
.
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W8
1
.
91

W
82
.0
8

W8
0
.2
9

9
1.
3
9

84
.0
4

W8
0
.3
4

W
80
.
60

W8
0
.
88
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0.
8
1

W
81
.
26

8
1.
32

8
6.
28

8
3.
13

84
.1
2

80
.9
0

80
.
5
0

8
1.
59

79
.8
5

79
.5
0

80
.
1
7

8
5
.2
8

91
.
53

9
1.
6
1

85
.
21

81
.
4
6

81
.
4
8

8
6.
8
0

85
.
21

83
.6
2

81
.
6
0

8
1.
38

8
1.
8
2

81
.
37

W7
9
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比
較
案
１
：
補
強
土
壁
+
軽
量
骨
材
(発

泡
ガ
ラ
ス
軽
量
盛
土
材
) 

(
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
+ス

ー
パ
ー
ソ
ル
) 

比
較
案
２
：
既
設
盛
土
の
補
強
対
策
 

(
鉄
筋
挿
入
工
・
ミ
ニ
ア
ン
カ
ー
) 

比
較
案
３
：
軽
量
盛
土
 

(
E
D
O
-
EP
S
工
法
) 

概
要
 

廃
ガ
ラ
ス
を
粉
砕
し
発
泡
剤
を

加
え
、
焼
成
炉
で
溶
融
発
泡
さ
せ
て
造
っ
た
無

公
害
軽
量
リ
サ
イ
ク
ル
材
料
。

土
砂
と
同
様
の
取
扱
い
が
で
き
、
土
砂
と
の
混

合
利
用
も
可
能
。
強
度
・
耐
久

性
を
有
し
、
劣
化
せ
ず
水
に
強
い
。
 

■
多
孔
質
で
あ
り
、
非
常
に
軽

量
（
4
 
5k
N
/
m3
）
 

■
現
地
発
生
土
と
の
混
合
利
用
が
可
能
。
 

■
保
水
性
（
単
体
）
、
透
水
性
（
締
固
め
時
）
に
優
れ
る
。
 

■
材
料
は
無
機
質
で
化
学
的
に
安
定
し
て
お
り
、
薬
品
、
熱
、
油
、
紫
外
線
等

に
よ
る
劣
化
は
な
い
。
 

鉄
筋
に
代
わ
り
、
地
山
挿
入
後
に
先
端
部
を
拡
大

で
き
る
構
造
を
も
っ
た
補
強
材
“
ミ
ニ
ア
ン
カ

ー
”
を
使
用
し
地
山
の
安
定
を
図
る
。
 

■
補
強
材
の
長
さ
を
短
く
で
き
、
施
工
影
響
範
囲

が
狭
く
て
す
む
。
 

■
隣
地
境
界
へ
の
侵
入
が
問
題
と
な
る
場
合
に
有

利
で
あ
る
 

■
施
工
は
大
型
重
機
を
必
要
と
し
な
い
、
狭
小
部

で
も
施
工
が
可
能
 

E
D
O
-
E
PS

工
法
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
使
用
し
た
超
軽
量
盛

土
工
法

で
あ

る
。

軽
量
性
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
埋
立
地
や
河
川
沿
い
な
ど

の
軟
弱

地
盤

や
過

大
な
荷
重
を
避
け
た
い
崖
地
な
ど
で
の
盛
土
・
道
路
拡
幅
な

ど
で
利

用
。
 

■
安
定
し
た
構
造
：
ブ
ロ
ッ
ク
の
自
立
性
を
利
用
し
て
垂
直

擁
壁
を

構
築

。
軟

弱
地
盤
や
地
す
べ
り
地
帯
で
の
盛
土
で
も
施
工
が
可
能
。
 

■
簡
便
な
施
工
：
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
ブ
ロ
ッ
ク
は
重
量
が
土

砂
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の
約

1
/
10
0
程
度
な
た
め
人
力
に
よ
る
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
施

工
が
可

能
で

す
。

(
単
位
体
積
重
量

0
.
2
  

 
0.
4
k
N
/
m
3)
 

■
優
れ
た
緩
衝
性
：
衝
撃
、
振
動
を
減
少
さ
せ
る
効
果
が
あ

る
。
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評
価
 

×
：
施
工
範
囲
が
狭
く
施
工
費
用
は
安
価
と
な
る
が
、
水
路
敷
よ
り
も
下
部
で

は
水
路
下
面
へ
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
敷
設
す
る
必
要
が
あ
り
、
水
路
敷
よ
り

も
上
部
の
施
工
と
な
る
。
解
析
上
、
水
路
式
よ
り
も
下
部
の
対
策
が
必
要
。
 

〇
：
ア
ン
カ
ー
挿
入
工
の
施
工
費
用
の
み
で
あ
り
、
比
較
的
経
済
的
で
あ
る
。

施
工
機
械
が
小
規
模
で
あ
る
た
め
、
本
地
区
に
適
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
採
用

と
す
る
。
 

×
：
既
存
の
盛
土
部
の
土
砂
を
置
き
換
え
る
工
法
で
あ
り
、

発
生
土

の
処

分
費

用
が
嵩
む
。
施
工
方
法
も
比
較
的
容
易
で
あ
る
が
、
経
済
性

に
劣
る

。
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